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□ 一 般 名 称 

 

□ 特 徴  

 

 

 

 

□ 塗 料 性 状  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 荷 姿  

 

□ 塗 装 基 準  

  （使用上の注意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 注 意 事 項  

 

 

 

 

 

 

 

柔軟形１液水性シリコン系塗料上塗り 

 

(1) 水系、非危険物、１液形なので、臭気が少なく、ポットライフがない取り扱いやすい商品です。 

(2) 耐汚染性にすぐれています。 

(3) 耐候性がすぐれています。 

(4) 水性ですので、人体や環境にやさしく、安心して塗装できます。 

 

色 白色及び各色 

密度（23℃） 1.17（白） 

加熱残分（%） 49（白） 

引火点 － 

発火点 390℃（参考値） 

消防法表示 

危険物区分 

非危険物 

有機溶剤区分 なし 

有害物質表示 － 

 

環境性能 

･ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 

･ｷｼﾚﾝ 

･ｽﾁﾚﾝ(ﾓﾉﾏｰ) 

･ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ 

･ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 

ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 

鉛 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

ﾄﾙｴﾝ 

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ 

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 

 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

配合せず 

 

国連/指針番号 － 

ＴＶＯＣ 4.7％ 

 

15 ㎏ 

 

下地調整 ：躯体に欠損・鉄筋露出・クラック・漏水等がある場合は施主が規定する要領に従い断面修復・鉄筋防錆・

クラック注入・止水・導水等の事前処理を実施する。 

        またディスクサンダー・動力工具等を使用して段差修正やごみ・油脂類・錆・バリ・レイタンス・エフロレッセ

ンス等を除去する。  

希 釈 剤 ：水道水 

塗装方法 ： 

 

 

※使用量は標準値です。被塗物の形状・素地状態・気象条件により増減します。 

 

乾燥時間： 

 

 

※乾燥時間は目安です。使用量、通風、湿度および素地の状態によって異なります。 

 

(1) 絶えず結露が発生するような用途、場所での使用は避けてください。著しい結露が発生する場所では、塗料中

の水溶成分が表面に溶出し、粘着物などとなって析出するおそれがあります。 

(2) 塗装後、乾燥不十分な状態で降雨結露などがある場合や、低温・高湿度・通風のない場合には、膨れ・はく

離・割れ・白化・シミが発生するおそれがありますので塗装を避けてください。やむを得ず塗装する場合は、強

制換気などで湿気分を飛ばすようにしてください。シミが発生した場合は乾燥後水拭きして除去してください。 

(3) 乾燥後の塗膜に付いた汚れは、シンナーなどの溶剤では拭かず、せっけん水で洗浄してください。 

(4) 乾燥条件によっては塗膜表面に粘着を感じることがありますが、時間とともになくなります。 

(5) 反応硬化タイプの塗料のため、使用後の刷毛などはできるだけ早く水で洗浄してください。固まった場合は、す

みやかにラッカーシンナーで洗浄してください。 

(6) 動物刷毛は、刷毛が固まったりダマになりやすいので、できるだけナイロン刷毛をご使用ください。 

(7) 薄めすぎは隠ぺい力不足、仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しないでください。 

(8) 上塗りにホワイト又は冴えたイエロー、レッド、ブルー、グリーン系色相を使用する場合は、標準の使用量、 

塗装回数で隠ぺい出来ない場合があるため、事前に試験施工塗り板等でご確認下さい。 

 

塗 装 方 法 刷毛・ローラー 

希 釈 率 0～5％ 

使 用 量 0.15kg/m² 

 5℃ 23℃ 30℃ 

指 触 乾 燥 40 分 15 分 10 分 

半 硬 化 乾 燥 2 時間 1 時間 30 分 
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(9) 汚れ、きずなどにより補修塗りが必要な場合があります。使用塗料のロットは必ず控えておき、補修の際は塗料

ロット、希釈率、および補修方法などの塗装条件を同一にしてください。 

(10) 開封後は一度に使い切ってください。やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所で保存し、速やかに使

い切ってください。 

(11) 大気中の浮遊鉄成分が多い地域では、この鉄成分が塗膜表面に付着し、塗膜が赤褐色に変色したように見

える場合があります。 

(12) 表面のごみ、ほこり、エフロレッセンス、レイタンスなどは除去し、目違い、ジャンカ、コールドジョイントなどは、樹

脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。 

(13) 塗装場所の気温が 5℃未満、もしくは湿度 85%以上である場合、または換気が十分でなく結露が考えられる場

合、塗装は避けてください。 

(14) 屋外の塗装で降雨、降雪のおそれがある場合、および強風時は塗装を避けてください。 

(15) 飛散防止のため必ず養生を行ってください。 

(16) 塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。 

(17) 施工に関しての詳細な注意事項は施工要領書をご参照ください。 

(18) 製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート（ＳＤＳ）をご参照ください。 

●本書類の内容については、予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 

●本書類中の製品名・会社名は、日本ペイント株式会社、その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。 

●Copyright (c) 2021 Nippon Paint Co., Ltd. All rights reserved. ※この書類に対する加筆、修正はご遠慮ください。 
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